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き継がれた。やがて「風にさよならをいおう（Say Goodbye to the Wind）」
（1970）が発表されたのち、連作は『ヴァーミリオン・サンズ』として





















悲劇（Video Killed the Radio Star）」（1980）や「思い出のエルストリー 
（Elstree）」（1980）などで知られる、トレヴァー・ホーンとジェフ・ダウ
ンズが組んだバグルスは、バラードの連作への同題のオマージュ曲を捧


























































リーズ』誌に発表されたのは、実のところ 1962 年 3 月である。つまり、
「いまやヴァーミリオン・サンズを訪れる者は誰ひとりなく、その名を
耳にしたことのある人すらほとんどいない」と記されたのは、実際には
1956 年から 1970 年にかけて発表された連作における、比較的初期のこ
となのだ。また単行本『ヴァーミリオン・サンズ』の最初に配列されて
いるのは、複数のアンソロジーに再録され連作中の代表作とされること
もある「コーラル D の雲の彫刻師（The Cloud-Sculptors of Coral D）」だ


























































































　1961 年 2 月『サイエンス・ファンタシー』誌に発表された「スター






















































































　1962 年 7 月『ファンタスティック・ストーリーズ』誌に発表された





















































































4 4 4 4
およびリセット
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、すなわちゲームから反復を除去することはできない






















































































































































































































































































　1967 年 10 月『ファンタシー・アンド・サイエンス・フィクション』
























































































でいっぱいだ（This island is full of visions）。そして君がキャリバンだよ、
フォイル」（CHCF 730）。『テンペスト』のキャリバンの台詞「この島は
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ことができる。
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タール自身が作中で死んでいる




















































へ飛ぶわが夢（My Dream of Flying to Wake Island）」（1974）から長編『夢









しく呼応するエンディングを思えば 59、「コーラル D の雲の彫刻師」が
最終作であったなら、それは〈ヴァーミリオン・サンズ〉連作の見事な
完結となっていただろう。しかし私たちは、プレイヤーはゲームの反復
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に憑かれている
4 4 4 4 4 4 4
ということを、あらためて思い起こさなければならない。









編は実のところ 1966 年に執筆されていたという 60。時系列を整理すれ
ば、1963 年 10 月に「スクリーン・ゲーム」が発表されたのち、数年の
ブランクを挟んで、1957 年発表の「モビル」を改作した「ヴィーナスは



























































































































2 Edward Bryant, Cinnabar (New York: Bantam Books, 1976). 飛浩隆『グラン・ヴァカ
ンス　廃園の天使Ⅰ』（早川書房、2002）、『ラギッド・ガール　廃園の天使Ⅱ』
（早川書房、2006）。




担当ポール・デルヴォー」。V. Vale and Mike Ryan (eds.), J. G. Ballard: Quotes (San 
















5 J. G. Ballard, “Preface,” Vermilion Sands (New York and London: Vintage, 2016), 7-8.　
ただしバラードは、2001 年の短編全集の序において、「『ヴァーミリオン・サンズ』
の舞台は未来ではいささかもなく、一種の幻視的現在 (visionary present) だ」と訂
正している。Ballard, “Preface,” The Complete Short Stories (London: Flamingo, 2001), 
ix.












ビッチは、1957 年の短編「モビル」にも登場する。注 10 を参照されたい。
7 Ballard, “Prima Belladonna,” The Complete Short Stories, 1. 以下この短編からの引用
は、PB と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
8 Ballard, “The Thousand Dreams of Stellavista,” The Complete Short Stories, 305. 以下こ
の短編からの引用は、TDS と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
9 たとえばこの短編の浅倉久志による日本語訳は、バラード逝去に際して組まれた
『S-F マガジン』誌の「J・G・バラード追悼特集」（2009 年 11 月）において、作
家の「代表作」として再録されている。






照。“1995: Will Self. Conversations: J. G. Ballard,” Simon Sellers and Dan O’Hara (eds.), 











つつ、執筆日時を 1958 年〜 1959 年と推定している。以下を参照。Chris Beckett, 
“Near Vermilion Sands: The Context and Date of Composition of an Abandoned Literary 
Draft by J. G. Ballard,” Electronic British Library Journal, March 2014. http://www.bl.uk/
eblj/2014articles/pdf/ebljarticle12014.pdf［最終閲覧 2019 年 11 月 29 日］
11 1957 年 6 月『サイエンス・ファンタシー』誌に発表されたノンシリーズ短編「モ














う。以下を参照。“1984: Thomas Frick. The Art of Fiction,” Sellers and O’Hara (eds.), 
Extreme Metaphors, 190. つまり 1967 年の短編「ヴィーナスはほほえむ」は、本編
は 1957 年の短編の、題は 1962 年の短編原題の、リサイクルないし反復というこ
















14 Andrzej Gasiorek, J. G. Ballard (Manchester and New York: Manchester University Press, 
2005), 29.
15 Roger Luckhurst, ‘The Angle Between Two Walls’: The Fiction of J. G. Ballard (Liverpool: 
Liverpool University Press, 1997), 169.
16 Ballard, “Venus Smiles,” The Complete Short Stories, 43. 以下この短編からの引用は、
VS と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
17 Ballard, “Studio 5, The Stars,” The Complete Short Stories, 208. 以下この短編からの引
用は、S5S と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
18 フロイト「快原理の彼岸」（須藤訓任訳）、『フロイト全集 17 1919-22 年　不気味
なもの、快原理の彼岸、集団心理学』（岩波書店、2006）、60 〜 62 頁。 「死の本
能」に関していえば、フロイトの原語 “Todestrieb” は英語では “death drive” と訳
されることがあり、日本では「死の欲動」の訳語が与えられることが多い。た
とえば以下の「死の欲動」の項目を参照。ラプランシュ／ポンタリス『精神分析
用語辞典』（村上仁監訳、みすず書房、1977）、202 〜 208 頁。しかしながら、た
とえば以下のグレアム・レヴェル —— かつて SPK を率い現在は映画音楽作曲家
として活動するこの音楽家はバラードとの対話を重ねてきた —— によるインタ
ヴューにおいて、バラード自身がフロイトに言及しつつ “death instinct” と語って
いることを考慮して、ここでは「死の本能」の訳語を充てることにしたい。“JGB 
interviewed by Graeme Revell,” V. Vale (ed.), J. G. Ballard Conversations (San Francisco: 
Re/Search Publications, 2005), 53.
19 他方「マンホール 69（Manhole 69）」（1957）から「時の声（The Voices of Time）」
(1960) を経て「近未来の神話（Myth of the Near Future）」（1982）に至る作品群が
示すように、眠りもまたバラードの重要な主題である。
20 ドミニカ・オレイマスは、「ステラヴィスタの千の夢」を「フロイトの『快原理
の彼岸』に多くを負っているテクスト」と見なしている。Dominika Oramus, Grave 
New World: The Decline of the West in the Fiction of J. G. Ballard (Toronto: The Terminal 
Press, 2015), 190, n. 10.
21 デルヴォーは作家が惜しみなく賛辞を捧げたシュルレアリストのひとりであり、
バラードは《鏡》（1936）などの複製を自宅に飾っていた。また短編「永遠の
一日（The Day of Forever）」（1966）では、作中で《こだま》（1943）が言及され
る。たとえば以下の記事を参照。Andrew Bishop, “‘A temporarily tame tiger’: Brigid 
Marlin on J.G. Ballard, Paul Delvaux and surrealist art, ” http://www.ballardian.com/
brigid-marlin-on-j-g-ballard［最終閲覧 2019 年 11 月 29 日］










Angle Between Two Walls’: The Fiction of J. G. Ballard, 172. 付け加えれば、発表順で
「歌う彫刻」の前に位置する「ステラヴィスタの千の夢」は、‘again’ の一語を最
後に終えられている。





26 それぞれ以下を参照。Oramus, Grave New World: The Decline of the West in the Fiction 
of J. G. Ballard, 228. Luckhurst, ‘The Angle Between Two Walls’: The Fiction of J. G. 
Ballard, 171.
27 Alexander R. Galloway, Gaming: Essays on Algorithmic Culture (Minneapolis, London: 














られているんだからね」。“Interview by A. Juno & Vale,” V. Vale, Andrea Juno (eds.), 
RE/SEARCH No. 8/9: J. G. Ballard (San Francisco: Re/Search Publications, 1984), 16. 実
のところこの本は、バラードの友人だった―理解者から批判者に転じたため関
係は悪化したが交流は続いた―作家キングズリー・エイミスの息子、マーティ
ン・エイミスの初期の著作であり（Martin Amis, Invasion of the Space Invaders: An 
Addict’s Guide to Battle Tactics, Big Scores and the Best Machines, London: Hutchinson, 
1982）、長く再版されず古書価が途方もなく上昇していたこの本が 2018 年に再
版された際には、「ゲーム批評の誕生」を告げた書物として迎えられた。たとえ
ば以下の『ガーディアン』紙の記事を参照。Simon Parkin, “Martin Amis on Space 
88
Invaders: how games criticism was born,” https://www.theguardian.com/games/2018/
nov/05/martin-amis-invasion-of-the-space-invaders-1982-gaming-book-republished［ 最 終






Martin Pichlmair, “Grand Theft Auto IV Considered as an Atrocity Exhibition,” Eludamos: 
Journal for Computer Game Culture, 2008; 2; 2; 293-296. http://www.eludamos.org/





29 柄谷行人「村上春樹の風景」、『定本　柄谷行人集 5 歴史と反復』（岩波書店、
2004）、165 頁。Kojin Karatani, “The Landscape of Haruki Murakami: Pinball in the 
Year 1973,” tr., Hisayo Suzuki, in Seiji M. Lippit (ed.), History and Repetition (New York: 
Columbia University Press, 2012), 132.
















らなのだ」。Lev Manovich, The Language of New Media (Cambridge and London: The 









33 Ballard, “Preface,” Vermilion Sands, 7-8.








35 Ballard, “The Screen Game,” The Complete Short Stories, 542-3. 以下この短編からの引
用は、SG と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
36 Pippa Tandy, “Writing World War Ⅲ : J. G. Ballard’s Field Guide to the Cold War,” Rick 
McGrath (ed.), Deep Ends: The J. G. Ballard Anthology 2015 (Toronto: The Terminal 
Press, 2015), 281.











39 Ballard, Crash: Deluxe Edition (Los Angeles, Calf.: A Rare Bird Books, 2017), 21.
40 東浩紀『ゲーム的リアリズムの誕生』（講談社現代新書、2007）、180 頁。
41 前掲書、181 頁。
42 さらに言えば、後年の自伝的作品『太陽の帝国（Empire of the Sun）』（1984）にお
いて、ジム少年が 1945 年の上海から遠く幻視した、「太陽が瞬いた」かのような
原爆の閃光による死を予見しているようでもある。
43 Ballard, “From Shanghai to Shepperton,” V. Vale, Andrea Juno (eds.), RE/SEARCH No. 








44 Ballard, “The Coming of the Unconscious,” A User’s Guide to the Millennium: Essays and 



























れるか + 東浩紀アーカイブス 2』（河出文庫、2011）、7 〜 215 頁。
48 Ballard, “Cry Hope, Cry Fury!,” The Complete Short Stories, 726. 以下この短編からの
引用は、CHCF と略記し本書の頁数を本文内に並記して示す。
49 Ballard, “The Coming of the Unconscious,” 85.
50 ヴァルター・ベンヤミン「写真小史」、『図説　写真小史』（久保哲司編訳、ちく
ま学芸文庫、1998）、17 〜 18 頁。実のところベンヤミンと同様の明察を思わせ
る記述は、『残虐行為展覧会』などにも見られる。たとえば「マレーのクロノ
グラム」をめぐる以下の断章を見よ。Ballard, The Atrocity Exhibition: New Revised 
Edition with Author’s Annotation (San Francisco: Re/Search Publications, 1990), 12. 
またジャネット・バクスターは、同じベンヤミンの写真論を参照しつつ、『ク
ラッシュ』を議論している。Jeannette Baxter, J. G. Ballard’s Surrealist Imagination: 
Spectacular Authorship (Farnham: Ashgate, 2009), 124-133.
51 他方ドミニカ・オレイマスは、「希望の海、復讐の帆」において「登場人物が文
学作品への間テクスト的引喩のゲームを意識的にプレイしている」ことに注意を
促している。Oramus, Grave New World: The Decline of the West in the Fiction of J. G. 
Ballard, 228.






































参照。V. Vale, Andrea Juno (eds.), RE/SEARCH No. 8/9: J. G. Ballard, 147-152. Candice 




“Ballard’s Terminal Treatments,” Terminal Atrocity Zone: Ballard, 11-14.
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飛行士である。David Ian Paddy, The Empires of J. G. Ballard: An Imagined 
Geography (Canterbury: Gylphi, 2015), 190.




60 David Pringle, “A Ballard / Moorcock Chronology: January 1966 to December 1970,” 
Rick McGrath (ed.), Deep Ends: A Ballardian Anthology 2018 (Toronto: The Terminal 
Press, 2018), 200.
61 1970 年 に 発 表 さ れ た 他 の 作 品（「 ク レ イ タ ー を 越 え る 旅（Journey Across a 
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63 Ballard, “Prima Belladonna (author’s preface),” Damon Knight, Martin H. Greenberg and 
Joseph D. Olander (eds.), First Voyages (New York: Avon Books, 1981), 345-6.
64 Ballard, Cocaine Nights (London: Flamingo, 1996), 34-35.
65 John Gray, Straw Dogs: Thoughts on Human and Other Animals (London: Granta 
Books, 2002), 164-166. ジョン・グレイ『わらの犬　地球に君臨する人間』（池
央耿訳、みすず書房、2009）、171-174 頁。Yannis Stavrakakis, The Lacanian Left: 







67 ちなみに 1984 年の短編「攻撃目標（The Object of the Attack）」（1984）において、
中心的キャラクターであるテロリストは、元「ヴァージン・レコードのヴィデオ
ゲーム・プログラマー」と設定されている。Ballard, “The Object of the Attack,” The 
Complete Short Stories, 1093.
